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平成27年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その７ 

平成27年３月２日（月） 

                                           

                                        

（午後２時25分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番６、22番 中本君。 

〔22番（中本正人君）登壇〕 

○22番（中本正人君）それでは、通告に従い

まして、一般質問をさせていただきます。 

 その前に一言、お礼を申し上げたいと思い

ます。と申しますのは、今定例会をもちまし

て退職される総務部長、市民生活部長、会計

管理者の皆さんには、本当に長年にわたり本

市発展のためにご尽力いただきましたことを

厚くお礼を申し上げます。今後も、退職され

た後も、豊富な経験をお持ちの方ですので、

本市のご助言等にお力添えをいただきたいと

いうことをお願い申し上げたいと思います。

本当にご苦労さまでございました。 

 市議会議員としての任期最後の一般質問と

なります。明快なる答弁をお願いしたいと思

います。 

 １項目めとしまして、本市にある二つの消

防本部と紀北ブロック消防広域化の進捗状況

についてお伺いします。 

 私は平成21年12月定例会と平成22年12月定

例会において、一つの市に二つの消防本部が

ある変則体制について質問してきました。平

成21年12月定例会の当局の答弁は、このよう

な変則体制を解消すべく、合併後、５年以内

に伊都消防の組織変更か、伊都消防本部から

の脱退かについて協議し、速やかに移行でき

るよう努めるとの覚書を、伊都消防組合管理

者と橋本市長間で締結しているとのことです。

しかし、合併後、かつらぎ町、九度山町と本

市と協議を重ねてきましたが、市町間で合意

形成に至っておらず、難航しているとのこと

でした。今後とも協議を重ね、覚書の期限ま

でには方向性を決定し、ご報告できるよう努

力してまいりますとの答弁でした。 

 平成22年12月定例会の答弁は、いろいろ議

論しましたが、非常に難しい問題があり、両

者の間で溝ができ、平行線をたどっていると

のことで、今後は紀北ブロック（橋本、伊都、

那賀、紀美野、高野）の消防広域化を積極的

に進めていきたいとのことでした。伊都消防

組合管理者と本市との覚書は一体、何だった

のかなということです。あれから４年たちま

すが、紀北ブロックの消防広域化の進捗状況

を伺います。 

 ２項目めとしまして、人権問題（人権侵害）

について、本市の考えを伺います。 

 私は市民の方から、市役所へ人権問題につ

いて相談に行きましたが、納得できる答えが

もらえなかったという相談を受けました。そ

して、後日、当局から相談のあった事案につ

いては、人権擁護機関に相談してくださいと

の封書が届いたということです。市民の人権

問題の相談窓口は市役所ではないのですかと

いう相談を受けました。 

 ここで、少し今回の人権侵害について説明

させていただきます。世間でよくある土地の

境界問題です。当局も内容については理解し

ていただいていると思いますので、細かい話

は省かせていただきます。相談を受けたＡさ

んと、そして、相手方Ｂさんが境界について

話し合っていたところ、いきなり、Ｂさんが

Ａさんに対して暴力を振るってきたというこ

とです。そして、最後は暴言を吐いて立ち去
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ったということです。市役所へ行っても納得

できる答えももらえず、気のおさまらないＡ

さんは、土地関係に詳しい人に相談したとこ

ろ、裁判所で判断してもらうことがよいとの

アドバイスを受け、現在、境界確定訴訟を起

こしているとのことです。 

 私の申し上げたいことは、人権問題で悩み、

役所に相談したところ、この件については人

権擁護機関に相談してくださいというそっけ

ない、無責任な当局の対応に私も残念でたま

りません。もう少し相談者の立場になって、

気持ちになって接してあげてほしかったと思

います。本市の人権問題についての考えをお

伺いしまして、１回目の質問を終わります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君の質問項

目１、消防広域化の進捗状況に関する質問に

対する答弁を求めます。 

 消防長。 

〔消防長（寺垣内 守君）登壇〕 

○消防長（寺垣内 守君）本市にある二つの

消防本部と紀北ブロック消防広域化の進捗状

況について、にお答えします。 

 平成18年３月の市町合併以来、本市では一

つの市に二つの消防本部がある変則体制が継

続している状況にあります。この問題を解決

するため、橋本消防、伊都消防の広域化をめ

ざし進めている中、紀北ブロックとして、橋

本、伊都、高野、那賀、紀美野の５消防本部

の広域化の話が進み、平成23年３月に準備委

員会を設置して協議を重ねましたが、消防広

域化協議会設立直前に話し合いがつかず、平

成23年11月の準備委員会の解散により、紀北

ブロック５消防による広域化は見送られまし

た。現在は、橋本消防、伊都消防に高野消防

を加えた３消防の広域化を検討していますが、

現時点では、各市町間での合意形成には至っ

ておりません。 

 また、消防広域化とは別に、現在、橋本消

防・伊都消防・高野消防の３消防による消防

指令業務の共同運用に向け整備しているとこ

ろであり、平成28年４月に、橋本・伊都地域

消防指令センターという名称で運用開始を予

定しています。 

 消防本部の変則体制の解消、消防広域化に

ついては、本市の重要課題であると認識して

おり、今回の消防指令業務の共同運用を契機

にして、各市町間での広域化の合意形成に向

け、粘り強く取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君、再質問

ありますか。 

 22番 中本君。 

○22番（中本正人君）ありがとうございまし

た。私も22年の質問で、当局から、来年度準

備委員会を立ち上げて、早急に紀北ブロック

の広域化に向けて頑張っていきたいという答

弁をいただきました。そして、そのとおり、

翌年23年の３月、今いただいたように、準備

委員会を立ち上げたところまではよかったん

ですけども、同年の11月には解散ということ

ですわね。この変則体制となって丸９年、い

つまでこのような体制を続けていくのかなと

いうことですよね。 

 そこで、私、お聞きしたいのは、この変則

体制について、高野口町民から、また、高野

口消防団のほうから、合併して橋本市となっ

て、いつまでこのような変則体制を続けてい

くのかなという、そういう声はありませんか。

それをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（石橋英和君）消防長。 

○消防長（寺垣内 守君）議員おただしの高

野口町在住の橋本市民及び橋本市消防団高野

口分団のほうからですけども、消防の変則体

制についてのご意見等は、私ども特段伺って

おりません。 
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 以上です。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）聞いていないというこ

とですが、私の耳には入ってくるんですよね。

一体いつまでこういう体制が続くのかなとい

うことを。そこで、これは、消防本部として

も、やはりおかしいなというふうには思って

いるとは、私思います。そこで、橋本消防本

部と伊都消防本部との間で、この件について

話し合われたことはあるのかないのかという

ことを、まず、お聞きしたいなと思います。 

 それと、この広域化がなぜ、どういう原因

でできないのか。それの件についてもお伺い

したいと思うんですけども、これはやっぱり

消防長のほかに、市長部局のほうでお答えし

てもらわないといけないことだと思うので、

市長もまだ就任して１年ということで、もし

何でしたら副市長なり、理事でも結構ですけ

ども、その辺、お答えできるものであれば、

お答え願いたい。なぜ、広域化が進まないの

かということについてお伺いします。 

○議長（石橋英和君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）中本議員の質問にお答

えをします。 

 この問題につきましては、私、県会議員の

ときに取り組んできた問題でありますが、要

は、和歌山県内のブロックごとに、一つの消

防本部をつくるというような話があったんで

すけども、県では、取り組んできたのが、た

しか、この紀の川筋だけでありまして、あと

は、広域にはしないという、やっぱり災害も

あったので、地元に消防署を置いておきたい

という声が非常に強くて、もうほかのところ

は、紀の川筋以外は、この紀北ブロックしか

話が進まなかったという原因もあります。 

 もう一つは、やはり、首長間での調整で、

ある程度まで進んでいたんですけども、最終

的な、橋本市は熱心でしたけども、他の市の

ほうで若干、意見の相違がありまして、この

紀北ブロックの広域化というのは合意に至ら

なかったという経緯であります。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）私もある程度内容はわ

かっていて質問させていただいておるんです

けども、とりあえず、22年の答弁では、23年

に準備委員会を立ち上げて、もう25年には広

域化消防ができる、実現できるというふうに

私は解釈しておったんです。それが、ただ今

の１回目の答弁の中で、これも１年もたたな

いうちに解散してしまったということですよ

ね。だから、本当に何か一体、もちろん市当

局も頑張ってくれているのはわかっておるん

ですけども、何かだから答弁に対して、伊都

との覚書も、何の効力もない覚書、口は悪い

ですけども、言いかえれば、相手方さんのほ

うが一枚も二枚も上だったのかなと感じたり

もしますし、それはもちろん仕方がないと思

うんですよね。 

 そこで、私が不思議に思うのは、私も消防

団員の１人として、一応消防団活動に参加さ

せていただいております。ここで、ちょっと

お聞きしたいのは、仮に橋本市と高野口町の

境界線で、例えば、伏原、応其で、仮に災害、

火災等があったときに、近い学文路、岸上、

神野々、吉原が消火活動に出動できない、し

ないということですよね。これ、何でかなと

思うんです。こういう話も、これは消防団活

動で話し合えることかなと思うんですけども、

こんなんも、やっぱり、消防団幹部の中で、

そういう話し合いできていないのかなと思う

んですけども、その辺はいかがでしょうか。

私は不思議でたまらないんですよ。お願いし

ます。 

○議長（石橋英和君）消防長。 

○消防長（寺垣内 守君）橋本、高野口の境
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界付近の消防団の出動体制でございます。橋

本市消防団は旧橋本地区で７分団、旧高野口

町で３分団、合計で10分団の組織に現在なっ

ております。 

 火災発生時の初動体制についてでございま

すけども、橋本側、当消防本部のあるほうに

つきましては、常備消防、これ、ずっと消防

団と同時に動いております。もともと、高野

口消防団については、組合の中で高野口町の

消防団として、組織として動いておりまして、

伊都消防組合のほうは３町の消防団にご協力

を賜って、消火活動に専念していた状況にご

ざいます。 

 それで、高野口町方面隊ですけども、の場

合につきましては、高野口町内で発生した火

災において、第一出動として、全部の３分団

が出動するようになっております。この出動

体制につきましては、もともと高野口町の地

域性と思いますけども、織物屋の火災等が多

く、また、火災が発生しますと大火になるた

め、このような出動体制ができてきたんじゃ

ないかなと思っております。ただ、境界付近

で、例えば、議員おただしの、神野々、山田、

吉原地区ですか、そこの境界付近につきまし

ては、高野口町の場合、全体的に出動してき

ますので、橋本市のほうに出動要請がかから

んのですけども、橋本市のほうで起こった場

合につきましても、うちのほうから要請をあ

まりしないのが現状でございます。というの

も、大火というのがここ10年ぐらいあまりな

いので、あったのが伏原の織物屋、合併して

から一つあったんですけども、あと、あまり

記憶ないところでございます。そうした中で、

規制は消防本部としては、消防団の方に隣接

は出動しなくていいとか、そういうのはない

んですけども、第二出動、第三出動になりま

すと、相互に団長のほうから要請をかけると

思っております。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）ありがとうございまし

た。私も出動体制については、私なりにわか

っておるんですけど、ただ、高野口消防団の

団員の皆さんにも、少しやっぱりゆっくりし

てほしいなというのは、何かあったときに、

第一、第二、第三が全員が出動体制というこ

とですよね。それならば、その近くに、境界

線の消防団が消火することによって、高野口

消防団の団員も、やはり、ゆっくりできるん

じゃないのかなと、私はそういうふうに考え

て、今、これ質問をさせてもらったんですが

ね。でないと、高野口の消防団の人も火災が

起こるたびに、全員出動ということは、本当

に精神的な面でもしんどいのではないのかな

と私は思いました。ですから、この境界につ

いての出動について質問をさせてもらったん

ですけど、こういうこともまた、これから、

消防団幹部の会議の中等で、また話し合う機

会があれば話し合っていただきたいなという

ふうに思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 そして、先ほど、１回目の答弁の中で、消

防指令業務は共同運用ということで、これは

確かにいいことやし、ありがたいことだと思

います。しかし、それを契機に、今度は橋本、

伊都、高野の広域化をめざしていきたいとの

ことですけども、それとこれとまた別じゃな

いのかなと、私は私なりに考えるわけです。

もちろん、実現できればありがたいんですけ

どね。ですから、まだこの件についても、ま

だ何の話し合いもしていないんでしょう。 

 というのは、22年、私したときから、それ

も23年から、丸４年はこの広域化については

何の進展がないということだと思うんです。

そういう中で、やはり本市としても、消防本

部として、広域化ということについて、どの
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ように考えているのかなと私は感じるときも

あります。ですから、今後、橋本、伊都、高

野の広域化について、どのように話し合いを

し、どのような、いつごろをめどに広域化を

実現していきたいというお考えがあるのか、

これは、そしたら、市長、答弁願えますか。

お願いします。 

○議長（石橋英和君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）中本議員の質問にお答

えをします。 

 今、管理者会では、そういう議論をしてお

りません。これからの取り組みにつきまして

は、先ほど言いました指令業務の共同化をま

ず進めていくということで、そして、高野消

防が伊都とは別になるものですから、これを

まず、伊都消防と橋本消防と高野消防で話を

していかなあかんという問題と、もう一つは、

なかなか意見の合意形成ができないという問

題もあります。 

 実際に、伊都消防組合、橋本市も入ってい

ますけども、やはり、１市２町の多数決では

いきませんので、１市２町の合意形成がなけ

ればそれが進まないというふうな議論もあり

ます。そういう中で、抜けたらええんちゃう

んかという話もあろうかと思うんですけども、

ただ、そしたら、新しい消防体制の人員であ

りますとか、施設とかというのを、当然、抜

ける前には建設をしてとかなあかんというふ

うなこともあろうかと思います。消防自動車

をどうするのか、そういうふうな、ただ一度

に前へ進めることもできません。 

 そういう中で、これから、一つとして、指

令共同ができることによって、また一つ前へ

進めていくという方向を考えていく必要があ

るのではないかなというふうに思っています。

なかなか広域につきましては、管理者同士の

合意が最優先されます。多数決では避けて通

れない道がありますので、その辺も今後、管

理者会のほうへも、まず、指令共同を先にや

るということが必要でありますので、現在、

橋本市は仮運用しています。ただ、伊都消防

と高野消防については、まだ施設整備が終わ

っておりませんので、28年度からスタートす

るということになりますので、まず、それを

仕上げて次の段階に、先ほど消防長が答えま

したように、進めていきたいなというふうに

思っておりますので、ちょっと、そういう非

常に広域での取り組みの難しさという、橋本

市の思う通りにはなかなかならないというこ

とをご理解いただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）ただ今の市長の答弁、

わからんでもないんですよ。しかし、今、こ

れ、地方自治法が改正されましたということ

もご存じだと思うんですよね。今の市長の答

弁は、従来の事情では、仮に伊都消防広域い

ったときに、橋本市の旧高野口町とかつらぎ

町、九度山町の３町でやられていたと。その

中で、旧高野口町が抜けようと思っても、か

つらぎ町、九度山町が賛成してくれなければ、

どうしても抜けられないということでしたけ

ども、これは平成24年の９月だったと思うん

ですけども、そのときに、一部改正されてい

ますよね。 

 その改正の中で、脱退を明言して、そして、

賛同してもらえなくても、２年経過すれば、

脱退できるという仕組みになっていますやん

か。となれば、私の申し上げたいのは、まず、

今、市長が言われたように、橋本と伊都と高

野の広域、これも僕、いいことやと思います。

それよりも、私、まず提案したいのは、とり

あえず、橋本が伊都消防から脱退して、白紙

に戻して、それから、伊都のかつらぎ町、九

度山町、そして、高野町と広域化に向けての

話し合いをしてはどうなんかなと思うんです
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よ。でなければ、今のままでしたら、何年た

っても、今のこの変則体制というのは私、戻

らないと思います。 

 ですから、一旦、とりあえずは、伊都消防

組合本部から脱退してもらって、お互い一線

の上で、新たに広域化に向けての話し合いを

したらどうかな。そして、広域化に向けて、

どうしても事前だめなら、それでいいじゃな

いですか。従来どおりの橋本消防本部でやれ

ばいいと僕はそう思うんです。それ以外、私、

何もないと思うんですけどね。それについて

どうですか。 

○議長（石橋英和君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）中本議員の質問にお答

えをします。 

 現実的に考えれば、伊都消防だけが広域の

事務組合であれば、そういう手段もとれるの

かなと思いますけども、ほかに広域行政もあ

ります。例えば、そのことによって、ほかの

広域行政に協力をしていただけないケースと

いうのも出てきます。そうなりますと、ちょ

っとはるかに、もっと大きな問題になってく

るのかなというふうに思っておりまして、現

状でも、広域行政の中では難しい問題を抱え

ておりますし、その中で進めていかなあかん

ということもあります。確かに、24年の９月

に自治法が改正されまして、予告後２年で、

一部事務組合から撤退できるというふうにな

っておりますが、やはり、これにつきまして

も、構成町の理解も必要になってきますので、

この理解を得られるかという問題もあろうか

と思います、先ほどの件と連動するんですけ

ども。 

 例えば、脱退するにしても、そしたら、高

野口町の消防体制が果たしてどこまで、抜け

た段階でとれるかという問題も出てこようか

と思うんです。ただ単に、脱退したから、消

防自動車が橋本市の分が来るとか、人員が来

るという話も当然、進めていくわけですから、

非常に難しい現実の話もあろうかと思ってい

ます。なかなか明確な答弁は今のここで話し

たことが他町へも流れてしまいますから、基

本的にはしっかりと合意形成ができるような

形をとりながら、私も消防の広域化というの

は必要やと考えていますので、取り組んでま

いりたいと思いますので、ちょっと、この辺

の答弁でお許し願いたいと思います。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）ただ今、市長の答弁で、

しんどいところもあるというのも私もよくわ

かっております。それをあえて、私、言わせ

てもらっているんですけども、それでしたら、

あまり突っ込んだお話しませんけども、一体、

平成18年３月に、伊都消防の管理者と本市の

市長との覚書は一体何やったんやろなという

ことになるんですよね、私の言いたいのは。

何のための覚書やったのかなということ。こ

れはもうこれでおさめますけども、となれば、

じゃ、今のこの変則体制、このまま、まだま

だ先長いなということになりますよね。その

ために、やはり、努力をしてくれるとは思い

ますけども、やはり、高野口町が、橋本合併

して、一つの市になりながら、まだ、いまだ

に、もう丸９年すんで、今度10年目に入ろう

としていますけど、まだいまだに、このよう

な変則体制が続くということも十分わかって

いただいておるとは思いますけども、その辺

をしっかりとやっぱり考えていただかないと、

今のままでは、とてもじゃないけども、こん

なん５年、10年先になっても、まだ解決しな

いなと私は私なりに思うわけです。 

 その辺を十分考慮していただいて、これか

らの消防広域について頑張っていただきたい

ということをもって、この質問を終わりたい

と思います。 
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○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、人

権問題に関する質問に対する答弁を求めます。 

 市民生活部長。 

〔市民生活部長（石井美鈴君）登壇〕 

○市民生活部長（石井美鈴君）人権問題（人

権侵害）について、本市の考えを問うとのご

質問にお答えします。人権とは、人間が人間

らしく生きていく権利で、生まれながらに持

っている権利であって、誰にとっても大切な

もので、日常生活の中で守らなければならな

いものです。本市では人権尊重の社会づくり

を進めるにあたり、市と市民の役割を明らか

にするとともに、人権に関する施策を総合的

に推進し、もって全ての人権が尊重される社

会の実現を図ることを目的として、橋本市人

権尊重の社会づくり条例を定めました。この

条例に基づき、橋本市人権施策基本方針を策

定し、本市の進むべき道を明らかにするとと

もに、市民と行政が互いに持つ資源を出し合

い、協働による人権尊重の社会づくりを進め、

「このまちに住んでよかった、住んでみたい」

と思えるまちづくりの実現をめざしていると

ころです。 

 特に人権侵害については、人権尊重の心を

つくり育てること、人権が侵害された場合は、

その人権侵害による被害者をいかに救済する

かということの両面の体制づくりが求められ

ます。人権尊重の地域社会をつくるためには、

市民一人ひとりが主体的な活動を通して、人

間のとうとさや人権について理解することが

大切であり、家庭や地域社会、保育所、幼稚

園、学校、職場など生活のあらゆる場面にお

いて、生涯を通じ人権尊重の心を育んでいけ

るよう、人権教育、啓発を積極的に推進して

います。また、人権が侵害された際の相談、

支援体制については、積極的に市民に提供す

るとともに、市民から情報を収集し、法務局

をはじめ関係機関と連携を図りながら、相談

体制の充実に努めています。救済の体制につ

いては、国の人権擁護施策の動向を踏まえ対

応しています。 

 このような体制の中で、本市の人権相談の

件数は、平成24年度で７件、内訳としてハラ

スメント１件、差別的取り扱い２件、その他

４件です。対応としては、助言・指導が３件、

他機関紹介が４件となっています。平成25年

度では10件、内訳として、暴力・虐待等が３

件、差別的取り扱い２件、その他５件です。

対応として、助言・指導１件、通報・取り次

ぎが２件、他機関紹介が７件となっています。 

 次に、議員おただしの事例についてお答え

します。 

 相談者からの相談を受けた後、人権問題に

関して十分な事実関係を確認せず、法務局に

対応をお願いしました。といいますのも、関

連した案件で、双方から本市に対して相談が

あり、市として第三者の立場である法務局に

調査していただくことが適当であると判断し

たからです。なお、文書による回答について

は、事務的・形式的ではなく、内容を詳細に

表記するなど相談者に納得いただけるよう努

めるべきであったと考えます。 

 人権は目に見える形としてあるものではな

いため、人権侵害や不当な扱い、虐待などが

実際に行われていても、なかなか表面化しな

いケースも多いと思われます。そのため市民

の身近な相談相手として、今後より一層市民

目線に立ち、相談体制の充実に努めてまいり

ます。 

 その上で必要に応じ、関係各機関と連携を

蜜にして対応してまいりますので、ご理解の

ほどよろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君、再質問

ありますか。 

 22番 中本君。 

○22番（中本正人君）ありがとうございまし
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た。お風邪を引いている様子で、かれた声で

申しわけございません。ご苦労さんです。 

 ただ今の答弁を聞かせていただいて、その

通りであったならば、私、今回この質問をす

る必要もなかったなと思うとちょっと残念で

たまりません。私は相談を受けたときに、そ

の方に申し上げました。本市としても、県下

では人権問題については、先進市であると私

はそう思っておりましたし、事実そうだった

のかなと、本当に初めは半信半疑でした。し

かし、それが事実だったということで、この

質問に至ったわけですけども。 

 それで、ちょっと話かわりますけど、私、

今年になって、３回市民の方から相談を受け

ました。一つは地籍問題、一つは太陽光発電

の問題についての問題、そして、今回の人権

問題と。ですから、地籍調査もそれで今、わ

かりましたけど、太陽光発電も、今回の件も、

やはり、市民が心配して相談に来ているんだ

から、１回目の質問でも言いましたように、

やはり市民目線に立って、市民の立場になっ

て、答弁したってほしかったなというふうに

思うんですよね。そうならば、先ほども言い

ましたように、この質問をする必要もなかっ

たですし、実際、答弁を聞いていまして、本

当にそのとおりの答弁をいただきましたので、

もう答弁する必要もないなと私、本当に思っ

ております。その辺をこれからも、あっては

いけない人権問題だと思います。しかし、な

いとも言えません。しかし、そうあったとき

に、今の答弁のような気持ちで接してあげて

くれたらいいのになと思いまし、また、接し

てあげてほしいと要望したいと思います。 

 ここで一点だけお伺いしますけども、もし、

仮にこういう人権問題で相談があったときに、

事実確認はもちろん、やらなければいけませ

んけども、確認をとったときに、そうだった

としたときに、当局として、どのような対応

をするのか、どのような指導をしていくのか

ということをお伺いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）お聞き苦しい

お声で申しわけございません。 

 議員おただしのとおり、確かに市民目線で

立って相談を受けるということは十分承知し

ているんですが、今後もさらに相談に来られ

た方がどのような気持ちで相談に来られたか

という思いを十分に受けとめまして、相談内

容について、十分事実確認を行った上で、そ

れが人権侵害に該当すると思われる場合につ

きましては、そういう発言があった方に対し、

基本的人権ということをよくご理解いただく

ように、講演会や研修会など市主催であった

り、さまざまなところで、そういうような講

演会とか研修会がございますので、それのご

案内を差し上げ、粘り強い啓発を進めてまい

りたいと思っております。 

 また、該当するかどうか、ちょっと難しい

問題につきましては、先ほども申し上げまし

た法務局等と関係機関と連携しながら、その

場合でも、相談に来られた方のご理解を得な

がら、連携して解決に向かって努めてまいり

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）ただ今、心強い答弁を

いただきましたので、どうぞよろしくお願い

したいということを申し上げまして、私の質

問を終わります。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、３時25分まで休憩いたします。 

（午後３時９分 休憩） 

   

                                           


